



























































1) 英文ホームページは次を参照のこと：“The Cochrane Collaboration”,<http://www.cochrane.org/>（accessed 2010/12/25）。
また、日本文では、次の資料がある：「コクラン共同計画」、<http://cochrane.umin.ac.jp/publication/cc_leaflet.htm．>
（accessed 2010/12/25）。 
2) 英文ホームページは次を参照のこと：“The Campbell collaboration” ,<http://www.campbellcollaboration.org/>（accessed 
2010/12/25）。また、日本文では、次の資料がある：「キャンベル共同計画」、<http://fuji.u-shizuoka-ken.ac.jp/~campbell/ 
index.html> （accessed 2010/12/25）。 
3) 2010年9月10日（金）文部科学省講堂にて開催。 
4) OECD/CERI ed.(2007), Evidence in Education: Linking Research and Policy（岩崎久美子・菊澤佐江子・藤江陽子・豊浩
子訳（2009）『教育とエビデンス－研究と政策の協同に向けて』明石書店から刊行）、Nutley, S.M., Walter,I. & Davies, 
H.T.O.(2007) Using Evidence－How research can inform public services, The Policy Press.など。 
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